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1. 平成29年3月期第3四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

29年3月期第3四半期

28年3月期第3四半期

29年3月期第3四半期

28年3月期第3四半期

（参考） 1. 持分法による投資損益   29年3月期第3四半期　142,508百万円　(  23.6％)　 28年3月期第3四半期　115,274百万円　(  20.0％)

         2. 四半期包括利益       　29年3月期第3四半期　291,497百万円　(　50.0％)　 28年3月期第3四半期　194,290百万円　(△56.2％)

(2) 連結財政状態

29年3月期第3四半期

28年3月期

2. 配当の状況

28年3月期
29年3月期
29年3月期（予想）
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無　：　無

3. 平成29年3月期の連結業績予想（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　無
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※ 注記事項

       

 (1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

 (2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更

     ① IFRSにより要求される会計方針の変更 ： 無

     ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

     ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 (3) 発行済株式数（普通株式）     

     ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期3Q 1,662,889,504株 28年3月期  1,662,889,504株

     ② 期末自己株式数 29年3月期3Q 95,642,393株 28年3月期  83,176,232株

     ③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期3Q 1,577,147,248株 28年3月期3Q 1,579,986,482株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

本四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく要約四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続きは終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(1) 

     

     

     

     

     

(2)  

 　

本四半期決算短信に記載されている当社の計画、戦略、見通し及びその他の歴史的事実でないものは、将来に関する見通しであり、これらは、現在

これらの期待、見積り、予想は、経済情勢の変化、為替レートの変動、競争環境の変化、係争中及び将来の訴訟の結果、資金調達の継続的な

有用性等多くの潜在的リスク、不確実な要素、仮定の影響を受けますので、実際の業績は見通しから大きく異なる可能性があります。

従って、これらの将来予測に関する記述に全面的に依拠することは差控えるようお願いいたします。

また、当社は新しい情報、将来の出来事等に基づきこれらの将来予測を更新する義務を負うものではありません。

連結業績における営業利益は、日本の会計慣行に従い表示しております。

営業利益は、「売上総利益」、「販売費及び一般管理費」及び「貸倒損失」を合計したものです。

入手可能な期待、見積り、予想に基づいています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

【当第３四半期連結累計期間】（平成 28年４月１日～平成 28年 12月 31日） 

 

〔経済環境〕 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用・所得環境の改善や新大統領への期待を 

背景に年末にかけて景気が力強さを増し、欧州においては英国の EU離脱を巡る混乱からひとまず落ち着きを 

取戻し、緩やかな景気拡大が続いた一方で、新興国では中国の景気の下げ止まりなど一部に改善は 

見られたものの、依然として景気の減速、停滞が続く国もあり、全体としては緩慢な成長に止まりました。 

原油価格（WTI ベース／１バレルあたり）は、OPEC 等主要産油国による減産方針を受けて、４月上旬の 

３０ドル台後半から、１２月末には５０ドル台半ばまで回復しました。 

 日本経済は、年初からの円高進行により輸出が減少し、企業は業績の悪化を受けて設備投資に慎重な姿勢を 

強め、また個人消費の回復が遅れる等、総じて停滞が続きました。円・ドル相場は、米国追加利上げ観測の 

後退や英国の混乱を受けて、４月初めの１１２円台から一時１００円前後まで円高に振れましたが、 

米新政権の経済政策への期待や１２月の利上げを背景に、１２月下旬には一時１１７円台まで円安が 

進みました。日経平均株価は、円高進行や景気の停滞を反映して６月に一時１５，０００円を割込みましたが、 

米国大統領選挙後の円安を背景に、１２月末には１９，０００円台を回復しました。１０年物国債利回りは、 

景気の停滞により６月下旬にはマイナス０．２％台まで低下しましたが、円安や株価上昇を受けてプラスに 

転じ、１２月末には０．０５％前後まで上昇しました。 

 

〔業績の状況〕 

〔単位：億円〕 

2016年度 

 

前年同期比 

第３四半期 

連結累計期間 

前 年 同 期 

 
増減額 増減率 

収 益 34,711  37,719  △ 3,009  △   8.0％  

売上総利益 7,923  7,904  ＋    19  ＋   0.2％  

販売費及び一般管理費 △ 5,906  △ 6,225  ＋   320  △   5.1％  

有価証券損益 354  660  △   305  △ 46.3％  

固定資産に係る損益 △     1  △   293  ＋   292  -  

持分法による投資損益 1,425  1,153  ＋   272  ＋  23.6％  

法人所得税費用 △  785  △   361  △   424  ＋ 117.3％  

当社株主に帰属する四半期純利益 3,003  2,809  ＋   194  ＋   6.9％  

 

 

 

  

（参考）営業利益 2,008  1,625  ＋   383  ＋  23.6％  

  

(ⅰ) 収益（外部顧客からの収益） 

前年同期比３，００９億円（８．０％）減収の３兆４，７１１億円となりました。 

・エネルギー・化学品は、エネルギー関連事業及びエネルギートレーディング取引における販売価格の 

下落及び円高の影響等により、１，３０８億円減収の１兆２１１億円。 

・繊維は、アパレル関連事業の販売不振等により、４５４億円減収の３，８６９億円。 

・機械は、前期における自動車関連子会社の持分法投資への変更及び円高の影響等により、３８８億円 

減収の２，６１２億円。 

・住生活は、前年同期における北米住宅資材関連事業の売却及び円高の影響等により、３８８億円減収の 

３，８３４億円。 
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(ⅱ) 売上総利益 

前年同期比１９億円（０．２％）増益の７，９２３億円となりました。 

・金属は、鉄鉱石・石炭価格の上昇及び鉄鉱石・石炭事業におけるコスト改善等により、円高の影響は

あったものの、１３８億円増益の３９０億円。

・食料は、青果物関連事業及び食品流通関連事業における採算改善等により、１３２億円増益の

２，０８７億円。

・情報・金融は、国内情報産業関連事業の取引増加等により、４６億円増益の１，１６１億円。

・住生活は、マンション販売関連事業が堅調に推移したものの、前年同期における北米住宅資材関連

事業の売却及び円高の影響等により、１３８億円減益の１，０５０億円。

・機械は、前期における自動車関連子会社の持分法投資への変更、船舶市況低迷による採算悪化及び

自動車関連取引の減少に加え、円高の影響等により、１３３億円減益の７５３億円。

(ⅲ) 販売費及び一般管理費 

収益拡大に伴い一部の既存会社では経費の増加があったものの、繊維等における経費の削減及び 

円高による海外子会社の経費減少に加え、前年同期における北米住宅資材関連事業の売却等もあり、 

前年同期比３２０億円（５．１％）減少の５，９０６億円となりました。 

(ⅳ) 有価証券損益 

ユニー・ファミリーマート統合に伴う当社持分変動による利益はあったものの、前年同期における

北米住宅資材関連事業の売却益及び金融関連事業の一過性利益の反動等により、前年同期比 

３０５億円（４６．３％）減少の３５４億円（利益）となりました。 

(ⅴ) 固定資産に係る損益 

前年同期は北海油田開発案件に係る減損損失の計上があったことから、前年同期比２９２億円改善の 

１億円（損失）となりました。 

(ⅵ) 持分法による投資損益 

前年同期比２７２億円（２３．６％）増加の１,４２５億円（利益）となりました。 

・その他及び修正消去(※)は、前第３四半期からの CITIC Limited の持分法適用開始等により、

３７４億円増加の５９１億円（利益）。

・エネルギー・化学品は、主として前年同期におけるメタノール関連事業の定期修繕の反動により、

２４億円増加の３０億円（利益）。

・金属は、前年同期におけるブラジル鉄鉱石事業の持分法適用除外の影響等により、９１億円減少の

１１６億円（利益）。

・住生活は、海外パルプ関連事業における市況低迷及び為替の影響等により、４４億円減少の

８３億円（利益）。

 (※)「その他及び修正消去」は、各事業セグメントに配賦されない損益及びセグメント間の内部取引

消去が含まれております。詳細は P.12「４.（５）事業セグメント情報」をご覧ください。 

(ⅶ) 法人所得税費用 

前年同期における米国石油ガス開発事業からの撤退に伴う税金費用減少の反動等により、前年同期比 

４２４億円（１１７．３％）悪化の７８５億円となりました。 

(ⅷ) 当社株主に帰属する四半期純利益 

以上の結果、当社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比１９４億円（６．９％）増益の 

３，００３億円となりました。 

－ 3 －



伊藤忠商事㈱ (8001) 平成 29 年３月期 第３四半期決算短信 伊藤忠商事㈱ (8001) 平成 29 年３月期 第３四半期決算短信 

 

(参考) 営業利益 

日本の会計慣行に基づく営業利益（売上総利益、販売費及び一般管理費、貸倒損失の合計）は、 

前年同期比３８３億円（２３．６％）増益の２，００８億円となりました。 

・金属は、鉄鉱石・石炭価格の上昇及び鉄鉱石・石炭事業におけるコスト改善等により、円高の影響は 

あったものの、１７２億円増益の２６３億円。 

・食料は、青果物関連事業及び食品流通関連事業における採算改善等により、１０７億円増益の 

４７８億円。 

・情報・金融は、国内情報産業関連事業の取引増加等により、５４億円増益の２３１億円。 

 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

①  連結財政状態 

〔単位：億円〕 2016年 12月末 2016年３月末 
前年度末比 

増減額 増減率 

総資産 83,965  80,364  ＋ 3,602  ＋  4.5％  

有利子負債 30,729  31,962  △ 1,233  △  3.9％  

ネット有利子負債 24,716  25,556  △   841  △  3.3％  

株主資本 23,706  21,937   ＋ 1,770  ＋  8.1％  

        

 株主資本比率 28.2％  27.3％  0.9pt上昇 

 NET DER 1.04倍  1.17倍  0.1改善 

  

(ⅰ) 総資産 

食品流通関連事業における季節要因やエネルギートレーディング取引における油価上昇の影響等による 

営業債権及び棚卸資産の増加に加え、ユニー・ファミリーマート関連の追加投資及び統合に係る 

投資の増加等により、前年度末比３，６０２億円（４．５％）増加の８兆３，９６５億円となりました。 

 

(ⅱ) 有利子負債 

堅調な営業取引収入と着実な資金回収によるフリー・キャッシュ・フローの大幅黒字確保に伴う借入金の 

返済等により、前年度末比１，２３３億円（３．９％）減少の３兆７２９億円となり、現預金控除後の 

ネット有利子負債は、前年度末比８４１億円（３．３％）減少の２兆４，７１６億円となりました。 

 

(ⅲ) 株主資本 

当社株主に帰属する四半期純利益の積上げにより、配当金の支払及び為替の影響に加え、自己株式の 

取得があったものの、前年度末比１，７７０億円（８．１％）増加の２兆３，７０６億円となりました。 

 

(ⅳ) 株主資本比率及び NET DER 

株主資本比率は、前年度末比０．９ポイント上昇の２８．２％となり、NET DER（ネット有利子負債対 

株主資本倍率）は、前年度末比改善し１．０４倍となりました。 
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②  連結キャッシュ・フローの状況 

〔単位：億円〕 

2016年度  

第３四半期 

連結累計期間 

前 年 同 期 

 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,323  2,537  

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 318  △ 7,882  

（フリー・キャッシュ・フロー） （2,005) （△ 5,345) 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,426   4,662  

 

(ⅰ) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

金属、エネルギー、食料及び情報・通信における営業取引の堅調な推移等により、２，３２３億円の 

ネット入金となりました。 

 

(ⅱ) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

主に食料、情報・通信及び金属における固定資産の取得に加え、ユニー・ファミリーマート関連の 

追加投資等により、３１８億円のネット支払となりました。 

 

(ⅲ) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

借入金の返済に加え、配当金の支払及び自己株式の取得等により、２，４２６億円のネット支払と 

なりました。 

 

  

以上の結果、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前年度末比４１３億円減少の５，９１６億円と 

なりました。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

（２） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

① IFRSにより要求される会計方針の変更 

該当事項はありません。 

 

② ①以外の会計方針の変更 

該当事項はありません。 

 

③ 会計上の見積りの変更 

該当事項はありません。 

  

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 

平成 28 年度第４四半期の経営環境について展望しますと、米国やユーロ圏は、米国の新大統領就任や、 

英国の EU 離脱に伴う金融市場の不安定化など一部に不透明感は残るものの、景気の拡大傾向を維持すると 

考えられます。新興国においては、為替相場や資源価格に経済情勢が左右される国が多く、中国では個人 

消費が底堅く推移する一方で、政策効果の一巡や構造改革の継続が成長を抑制する等、先行きは予断を 

許さない状況が見込まれますが、世界経済全体は徐々に改善に向かうと考えられます。そうした中で、 

原油価格は米国等での増産により上値を抑えられつつも、現状の５０ドル台前半で推移する一方、昨年後半に 

供給制約によって大幅に上昇した石炭価格は供給の正常化に伴う下落が続くことが見込まれ、鉄鉱石価格も 

鉄鋼需要の伸び悩みを背景に弱含みで推移すると考えられます。 

日本経済については、個人消費に持直しの動きが見られ、政府の景気対策による下支えの期待もあり、底堅い 

推移が見込まれる一方、海外情勢の変化に伴う円高進行等の下振れリスクが懸念されます。また、税制改正等 

の企業への影響についても留意が必要と考えております。 

  

 平成 29 年３月期（平成 28 年度）の連結業績見通しについては、第２四半期連結決算公表時点から 

変更しておりません。 

 

 なお、業績見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき、当社が現時点で合理的であると 

  判断したものです。従って、実際の業績は主要市場の経済状況や為替相場の変動等、環境の変化により異なる 

  結果となることがあります。 

 

当期の利益配分について 

当期の利益配当金につきましては、1株当たり５５円（下限）の予定です（中間配当金２７．５円は実施済）。 
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４．要約四半期連結財務諸表

(当四半期における要約四半期連結財務諸表については、監査法人による四半期レビュー手続きは未了です。)

（１）要約四半期連結包括利益計算書

(単位：百万円、△は損失･費用･控除)

当第３四半期
連結累計期間

前　年　同　期

平成28/４～平成28/12 平成27/４～平成27/12 増　減　額 増減率

収  益  
％

商品販売等に係る収益 2,940,139  3,234,344  △294,205  △ 9.1

役務提供及びロイヤルティ取引に係る収益 530,933  537,592  △6,659  △ 1.2

収益合計 3,471,072  3,771,936  △300,864  △ 8.0

原　価

商品販売等に係る原価 △2,284,931  △2,584,523  299,592  △ 11.6

役務提供及びロイヤルティ取引に係る原価 △393,813  △396,971  3,158  △ 0.8

原価合計 △2,678,744  △2,981,494  302,750  △ 10.2

売上総利益 792,328  790,442  1,886  0.2

その他の収益及び費用：

販売費及び一般管理費 △590,566  △622,549  31,983  △ 5.1

貸倒損失 △950  △5,371  4,421  －

有価証券損益 35,441  65,964  △30,523  △ 46.3

固定資産に係る損益 △101  △29,334  29,233  －

その他の損益 7,677  9,975  △2,298  －

その他の収益及び費用合計 △548,499  △581,315  32,816  △ 5.6

金融収益及び金融費用：

受取利息 19,540  20,649  △1,109  △ 5.4

受取配当金 9,593  25,329  △15,736  △ 62.1

支払利息 △21,852  △21,529  △323  1.5

金融収益及び金融費用合計 7,281  24,449  △17,168  △ 70.2

持分法による投資損益 142,508  115,274  27,234  23.6

税引前四半期利益 393,618  348,850  44,768  12.8

法人所得税費用 △78,520  △36,130  △42,390  117.3

四半期純利益： 315,098  312,720  2,378  0.8

当社株主に帰属する四半期純利益 300,336  280,939  19,397  6.9

非支配持分に帰属する四半期純利益 14,762  31,781  △17,019  △ 53.6

科　　　　目
前　年　同　期　比
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(単位：百万円、△は損失･費用･控除)
当第３四半期
連結累計期間

前　年　同　期 前年同期比

平成28/４～平成28/12 平成27/４～平成27/12 増　減　額

その他の包括利益（税効果控除後）

純損益に振替えられることのない項目：

FVTOCI金融資産 21,213  △47,396  68,609  

確定給付再測定額 △177  △147  △30  

持分法で会計処理されている投資におけるその他の包括利益 104  △1,774  1,878  

純損益に振替えられる可能性のある項目：

為替換算調整額 △4,998  △24,018  19,020  

キャッシュ・フロー・ヘッジ 3,547  △2,038  5,585  

持分法で会計処理されている投資におけるその他の包括利益 △43,290  △43,057  △233  

その他の包括利益（税効果控除後）合計 △23,601  △118,430  94,829  

四半期包括利益： 291,497  194,290  97,207  

当社株主に帰属する四半期包括利益 275,948  175,335  100,613  

非支配持分に帰属する四半期包括利益 15,549  18,955  △3,406  

(注)１．FVTOCI金融資産には、公正価値の変動をその他の包括利益で認識する資本性の金融資産に係る売却損益及び評価損益を記載しております。
    ２．日本の会計慣行による営業利益は、｢売上総利益｣、｢販売費及び一般管理費」及び｢貸倒損失」を合計したものであり、
　 　　 当第３四半期連結累計期間200,812百万円、前年同期162,522百万円です。
　　　
　　　

科　　　　目
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（２）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

資　　産　　の　　部 負　債　及　び　資　本　の　部

非 流 動 資 産 合 計 4,432,888 4,368,893 63,995 資 本 合 計 2,625,178 2,452,055 173,123

資 産 合 計 8,396,548 8,036,395 360,153 負 債 及 び 資 本 合 計 8,396,548 8,036,395 360,153

繰 延 税 金 資 産 48,369 63,814 △15,445

株 主 資 本 合 計 2,370,633 2,193,677 176,956

そ の 他 の 非 流 動 資 産 95,077 96,315 △1,238
非 支 配 持 分 254,545 258,378 △3,833

7,455

( 202,795 ) ( △53,183

)

自 己 株 式 △122,333 △105,584 △16,749

(キャッシュ・フロー・ヘッジ) ( △2,960

)

△51,630 ) ( 23,488 )

△10,415 ) (

投 資 不 動 産 27,837 29,132 △1,295
( F V T O C I 金 融 資 産 ) ( △28,142 ) (

の れ ん 及 び 無 形 資 産 385,071 405,862 △20,791 ) (

資 本 剰 余 金 157,620 156,688 932

投資・債権以外の長期金融資産 103,052 133,202 △30,150 利 益 剰 余 金 1,963,388 1,748,375 215,013

そ の 他 の 資 本 の 構 成 要 素 118,510 140,750 △22,240
有 形 固 定 資 産 678,965 701,565 △22,600

( 為 替 換 算 調 整 額 ) ( 149,612 )

持分法で会計処理されている投資 1,606,416 1,500,094 106,322 非 流 動 負 債 合 計 2,963,416 3,111,142 △147,726

負 債 合 計 5,771,370 5,584,340 187,030

そ の 他 の 投 資 829,643 804,585 25,058

資 本 金 253,448 253,448 －

長 期 債 権 658,458 634,324 24,134

そ の 他 の 流 動 資 産 108,854 106,745 2,109
繰 延 税 金 負 債 114,014 79,637 34,377

流 動 資 産 合 計 3,963,660 3,667,502 296,158 そ の 他 の 非 流 動 負 債 74,440 88,799 △ 14,359

189,718 194,317 △4,599 そ の 他 の 長 期 金 融 負 債 100,526 105,722 △ 5,196

退 職 給 付 に 係 る 負 債 67,670 67,639 31

社 債 及 び 借 入 金 （ 短 期 ） 466,128 426,820 39,308
現 金 及 び 現 金 同 等 物 591,621 632,871 △41,250

営 業 債 務 1,749,921 1,469,505 280,416

定 期 預 金 9,714 7,650 2,064 営 業 債 務 以 外 の 短 期 債 務 68,520 67,837 683

そ の 他 の 短 期 金 融 負 債 45,172 25,164 20,008

110,721
社 債 及 び 借 入 金 （ 長 期 ） 2,606,766 2,769,345

平 成 28 年
12 月 末

営 業 債 権 2,093,375 1,843,541 249,834

未 払 法 人 所 得 税 18,474 29,375 △10,901

営 業 債 権 以 外 の 短 期 債 権 91,049 129,769 △38,720
前 受 金 169,720 170,194 △ 474

そ の 他 の 短 期 金 融 資 産 51,484

棚 卸 資 産 827,845
△162,579

前 渡 金

平 成 28 年
３ 月 末

平 成 28 年
12 月 末

平 成 28 年
３ 月 末

科　　目 科　　目増 減 額 増 減 額

35,485 15,999
そ の 他 の 流 動 負 債 290,019 284,303 5,716

流 動 負 債 合 計 2,807,954 2,473,198 334,756

717,124
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

(単位：百万円)

平成28/４～平成28/12 平成27/４～平成27/12

資本金： 

期首残高 253,448  253,448  

期末残高 253,448  253,448  

資本剰余金：

期首残高 156,688  164,154  

子会社持分の追加取得及び一部売却による増減等 932  △6,285  

期末残高 157,620  157,869  

利益剰余金：

期首残高 1,748,375  1,587,318  

当社株主に帰属する四半期純利益 300,336  280,939  

その他の資本の構成要素からの振替 △2,286  268  

当社株主への支払配当金 △83,037  △75,922  

期末残高 1,963,388  1,792,603  

その他の資本の構成要素：

期首残高 140,750  532,424  

当社株主に帰属するその他の包括利益 △24,388  △105,604  

利益剰余金への振替 2,286  △268  

非金融資産等への振替 －  △9,806  

子会社持分の追加取得及び一部売却による増減 △138  △36  

期末残高 118,510  416,710  

自己株式：

期首残高 △105,584  △104,142  

自己株式の取得及び処分 △16,749  △1,483  

期末残高 △122,333  △105,625  

株主資本合計 2,370,633  2,515,005  

非支配持分：

期首残高 258,378  315,049  

非支配持分に帰属する四半期純利益 14,762  31,781  

非支配持分に帰属するその他の包括利益 787  △12,826  

非支配持分への支払配当金 △8,584  △7,951  

子会社持分の取得及び一部売却による増減等 △10,798  △60,077  

期末残高 254,545  265,976  

2,625,178  2,780,981  資　　　本　　　合　　　計

科　　　　　　　目

当第３四半期
連結累計期間

前 年 同 期
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

当第３四半期
連結累計期間

前　年　同　期

平成28/４～平成28/12 平成27/４～平成27/12

営業活動によるキャッシュ・フロー：

四　半　期　純　利　益 315,098  312,720  

営業活動によるキャッシュ・フローへの調整

　減価償却費等 79,408  91,159  

　貸倒損失 950  5,371  

　有価証券損益 △35,441  △65,964  

　固定資産に係る損益 101  29,334  

　金融収益及び金融費用 △7,281  △24,449  

　持分法による投資損益 △142,508  △115,274  

　法人所得税費用 78,520  36,130  

　資産・負債の変動他 △66,903  △20,287  

利息の受取額 19,535  13,479  

配当金の受取額 60,389  77,001  

利息の支払額 △17,089  △20,469  

法人所得税の支払額 △52,467  △65,068  

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 232,312  253,683  

投資活動によるキャッシュ・フロー：

　持分法で会計処理されている投資の取得及び売却 △8,390  90,392  

　投資等の取得及び売却 △11,392  76,740  

　貸付による支出及び回収による収入 44,413  △897,621  

　有形固定資産等の取得及び売却 △54,462  △57,999  

　定期預金の増減 △2,008  292  

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △31,839  △788,196  

財務活動によるキャッシュ・フロー：

　社債及び借入金による調達及び返済 △134,788  614,450  

　当社株主への配当金の支払額 △83,037  △75,922  

　そ　の　他 △24,778  △72,356  

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △242,603  466,172  

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △42,130  △68,341  

現金及び現金同等物の期首残高 632,871  700,292  

為替相場の変動による現金及び現金同等物への影響額 880  317  

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 四 半 期 末 残 高 591,621  632,268  

科　　　　　　　目
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（５）事業セグメント情報

当第３四半期連結累計期間　（平成28/４～平成28/12） (単位：百万円)

エネルギー・ その他及び

化 学 品 修正消去

収益：

 外部顧客からの収益 386,873 261,192 131,717 1,021,060 804,223 383,390 463,324 19,293 3,471,072

 セグメント間内部収益 365 1 － 679 276 10,102 4,822 △16,245 －

収益合計 387,238 261,193 131,717 1,021,739 804,499 393,492 468,146 3,048 3,471,072

売上総利益 99,981 75,263 39,025 134,189 208,694 104,991 116,113 14,072 792,328

営業利益 19,224 18,342 26,263 33,378 47,796 24,140 23,110 8,559 200,812

当社株主に帰属する
四半期純利益

20,930 37,602 24,716 17,059 63,045 26,629 26,967 83,388 300,336

（持分法による投資損益） 4,961)(      19,047)(     11,596)(     2,970)(      15,045)(     8,298)(      21,515)(     59,076)(     142,508)(    

セグメント別資産 518,731 987,520 884,999 1,174,443 1,977,647 857,012 670,772 1,325,424 8,396,548

前年同期　（平成27/４～平成27/12） (単位：百万円)

エネルギー・ その他及び

化 学 品 修正消去

収益：

 外部顧客からの収益 432,233 300,021 146,996 1,151,852 814,221 422,193 447,708 56,712 3,771,936

 セグメント間内部収益 360 1 － 687 243 9,712 4,444 △15,447 －

収益合計 432,593 300,022 146,996 1,152,539 814,464 431,905 452,152 41,265 3,771,936

売上総利益 104,035 88,591 25,262 138,816 195,501 118,816 111,554 7,867 790,442

営業利益 19,033 22,841 9,104 35,479 37,145 23,686 17,679 △2,445 162,522

当社株主に帰属する
四半期純利益

23,231 40,340 20,073 45,857 34,853 46,760 36,784 33,041 280,939

（持分法による投資損益） 7,961)(      18,091)(     20,732)(     610)(        13,558)(     12,669)(     19,965)(     21,688)(     115,274)(    

セグメント別資産 562,855 1,083,636 1,097,590 1,245,301 1,953,479 897,446 672,214 1,722,158 9,234,679

平成28年３月末現在のセグメント別資産

セグメント別資産 524,452 978,067 876,386 1,077,095 1,723,074 810,803 684,806 1,361,712 8,036,395

前年同期比増減額 (単位：百万円)

エネルギー・ その他及び

化 学 品 修正消去

収益：

 外部顧客からの収益 △45,360 △38,829 △15,279 △130,792 △9,998 △38,803 15,616 △37,419 △300,864

 セグメント間内部収益 5 － － △8 33 390 378 △798 －

収益合計 △45,355 △38,829 △15,279 △130,800 △9,965 △38,413 15,994 △38,217 △300,864

売上総利益 △4,054 △13,328 13,763 △4,627 13,193 △13,825 4,559 6,205 1,886

営業利益 191 △4,499 17,159 △2,101 10,651 454 5,431 11,004 38,290

当社株主に帰属する
四半期純利益

△2,301 △2,738 4,643 △28,798 28,192 △20,131 △9,817 50,347 19,397

（持分法による投資損益） △3,000)(    956)(        △9,136)(    2,360)(      1,487)(      △4,371)(    1,550)(      37,388)(     27,234)(     

セグメント別資産 △44,124 △96,116 △212,591 △70,858 24,168 △40,434 △1,442 △396,734 △838,131

平成28年３月末比セグメント別資産の増減額

セグメント別資産 △5,721 9,453 8,613 97,348 254,573 46,209 △14,034 △36,288 360,153

(注)１．持分法による投資損益は、当社株主に帰属する四半期純利益の内数として記載しております。
　　２．営業利益は、「売上総利益」、「販売費及び一般管理費」及び「貸倒損失」を合計したものです。

 　　３．「その他及び修正消去」は、各事業セグメントに配賦されない損益及びセグメント間の内部取引消去が含まれております。
　　　　CITIC Limited 及び C.P. Pokphand Co. Ltd.に対する投資及び損益は当該セグメントに含まれております。
　　４．平成28年４月１日付で、６つのディビジョンカンパニーを７つのディビジョンカンパニーに改編しております。当改編に伴い、「住生活・情報カンパニー」を
　　　　「住生活カンパニー」及び「情報・金融カンパニー」としております。なお、前年同期及び前年度末の数値について組替えて表示しております。

繊　　　維

繊　　　維

住　生　活機　　　械 食　　　料繊　　　維 金　　　属

食　　　料機　　　械 金　　　属 住　生　活

連　　　結食　　　料 住　生　活機　　　械

連　　　結

連　　　結

金　　　属 情 報・金 融

情 報・金 融

情 報・金 融
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（６）継続企業の前提に関する注記 
該当事項はありません。 

 

（７）配当に関する事項 
＜当第３四半期連結累計期間における配当金支払額＞  

 

 

 

 

 

 
 
（８）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
 
（９）重要な後発事象 

該当事項はありません。 
 

 

 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 
１株当たり 

配当額 
基準日 効力発生日 

平成 28年６月 24日 
定時株主総会 

普通株式 39,541百万円 利益剰余金 25円 平成 28年３月 31日 平成 28年６月 27日 

平成 28年 11月２日 
取締役会 

普通株式 43,495百万円 利益剰余金 27.5円 平成 28年９月 30日 平成 28年 12月２日 
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